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要 旨

日中関係史始 ま って以来、 初の中国国家元首公式訪問 と して、1998年11月 、江沢民国家主席

が来 日 した。 日本側 は、国民 やマ スコ ミも含めて、未来志向 で、21世 紀 に向けての友好協力パ ー ト

ナーシ ップの構築 と充実 に大 いに期待 して いたの に反 し、 中国側 は過去 の清算 に重点 を置 き、所謂歴

史認識 の問題 に終始 こだわ った。 その結果、 日中友好の ムー ドは盛 り上 がる どころかす っか り冷 え切

り、折角 の訪 日が感情 的には逆効 果にな って しまった。

歴史認識 は基本 的には歴史 の真実 に よるものであ るが、 日中関係 のこの100年 は戦争 だ けで はな

い。 それ は確 かに重要 な側面 であ る。 日本が深 く反省を し、 きちん とお詫 びす るのは当然 の ことで あ

る。 しか し、 もう一っ の交流 の側面 を見落 として はな らな い。 日本 は中国 の近代化 を促 した、言わ ば

触媒 の役割 を果 た した、 とい う評 価すべ き側面であ る。i

日中関係 の根本 は国民感情 であ り、相 互理解がその基礎で ある。 中国国家主席訪 日も一 っの きっか

けとな り始 まった この研究 の目的は、中国人の 日本観 を調べ るところにある。本稿 では魯迅 の 日本観

を彼の一部 の言動 によって纏 めた。

現代中国文化 の母 と も言 われる魯迅 は明治維新 信仰 で、 日本を中国の鑑 と見 た。彼 は20代 とい う

人間形成 の決定的 な時期 を日本 で過 ごし、藤野先生 とい う良 き師 に恵 まれた。人生 の最後 の10年 は

上海で内山完造 や増 田渉 のよ うな友 に巡 り会い、その協力 も得て大活躍 を した。 そ うい った中で、形

成 された彼 の日本観 は全面的、友好 的且 っ冷静 な ものであ る。概ね、 日本人 は真面 目であ る。 日本人

は物真似が うまいと言 われ るが、模倣 は短 所ではない。 日本 も本当の ことが言 える処 ではない。満州

事変 ・上海事変以降、 その反戦姿勢 は明瞭 であ る。 中国人 と日本人 は兄弟 であ り、何時 かは相互理解

が出来 るようになるで あろ うが、今 は難 しい。 とい ったよ うな ところで ある。

魯迅 は晩年 に至 るまで・ 日本 の尽 光 を偲 び・ 日本が懐 か し く・ 日本 と日本 の友人 に思 いを寄せて い

た 。
/S

1.所 謂歴史認識

1.中 国国家主席訪日 一

1998年11月25日 か ら30日 にかけて中華人民共和国江沢民国家主席が日本を訪問 し

た。日中国交正常化及び日中共同声明調印26周 年、 日中平和友好条約締結20周 年 に当たる

節目になる年だけでな く、20世 紀 も終わりを告げ、21世 紀という平和 と発展の素晴らしい

世紀に入ろうとする時だけに、世の注目を浴びたのは言うまで もない。況 してや中国国家元首
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日本公式訪問としては日中関係始まって以来初のことであり、日中両方、特に日本から大いに

期待された。ところが、その準備の段階から雲行 きが少 し怪 しくなってきた。例の戦争 に対す

る評価の問題である。中国側が発表予定の共同宣言 に反省と謝罪の文言を入れうと言って来た。

訪問開始寸前の外相同士の交渉を含めた何回かの掛 け合いで解決 したかに見えたが、結局 は国

家主席に同行 して来た中国共産党中央委員会書記処曽慶紅書記の通告で善処出来なか った。そ

れでも、実質的にも気分 ・雰囲気的にも訪問には大 きな影響等な く、成功裏に終わるであろう

と日本側はたかを くくっていたようである。

蓋を開けて吃驚仰天とは正にこのことを指すのであろうが、26日 午後行われた小渕恵三首

相 との会談で、江沢民国家主席は真っ向か ら戦争に就いて次のように述べたのである。1)

「歴史問題に就いて、中日両国二千年の関係史を振 り返 って見 ると、友好 と協力が主流であ

る。然 し、近代に於いて、日本軍国主義は何回か中国人民に多大な災難をもたらした侵略戦争

を起こした。率直に言 って、列強各国の中で中国に最 も被害を与えた国は日本である。にもか

かわ らず、我々は侵略戦争の責任 は軍国主義者が負 うべきであって、広範な日本人民 も同 じよ

うに被害者であり、彼 らとは仲むっまじく付き合い、子々孫々仲良 く渉べきであると一貫 して

主張 してきた。この既定の方針に変わりがあるはずはない。但 し、歴史問題に於ける前向きの

姿勢には、歴史を正視 し、それを認めるという前提があ り、これは又中 日共同声明調印 ・中日

平和友好条約締結が依 って成 り立っ重要な政治的基礎の一っで もある。」 一

ここには既に日本と中国の戦争責任に対する認識の違いが現れているが、まだそう押 し付 け

がましくは聞こえない。それが徐々にエスカレー トして行 くのである。

「中日国交正常化 してか らの26年 を振 り返 って見て、 日本国内には歴史問題で事を起こし、

歴史の真実を否定する、甚だしいことに至 っては歪曲すらする者が後を絶たないという事実を、

残念ながら指摘せざるを得ない。これ らはみな中国人民を含む戦争被害国人民の感情を極めて

ひどく傷付 け、中日関係の正常な進展を妨害 している。」

「日本軍国主義の横行践雇は曽て、中日両国人民に災難をもたらしたし、中日の伝統的な友

好関係は極めてひどい損害を蒙った。軍国主義は中日両国人民の共同の敵であり、人類の平和

と進歩の歴史に完全に逆 らう流れである。 日本政府がこれに対 して明確な態度を示せば、先ず

日本が引き続き平和 と発展の道を進むのに有利であり、次に中国を含む周辺諸国の諒解と信頼

を得 られるであろうし、尚且つ日本が世界及 び地域での積極的な役割を更に一段 と果たすこと

が出来るであろう。」

そ して、止めを刺すように、

「歴史問題を解決するカギは日本にある。 日本政府が真面目に経験と教訓を汲み取 り、歴史

を否定 し、歪曲する勢力をきちんと抑え込むように望む。」

と、強い口調で言 い切ったのである。

それに対 し、小渕恵三首相は

「日本政府 はここに於いて再度中国に反省の念を表明し、お詫び申し上げる次第でございま

す。」

「政治家 として、 自分 自身の責任 は感 じております し、 日中両国の末永い友好親善に引き続
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き弛まぬ努力をするっもりでございます。」

と、述べたようである。2)

言わば自分が呼んで来た客からものすごく叱 られた訳であるが、果たして どんな気持だ っ

たのであろう。一介の庶民としては理解に苦 しむところである。

中国最大の全国紙であり、中国共産党中央委員会の機関紙で もある 「人民 日報」11月2

7日 の一面の トップ記事が首脳会談であり、題は大 きなゴシック体で

「江沢民主席、日本首相小渕恵三と会談

日本政府再度中国侵略歴史 に就き反省とお詫び」

と書かれており、その下に少 し小さなゴシック体の

「中日、平和 と発展のための友好協力パー トナーシップの構築に関する共同宣言発表」

という題が見え、宣言の要旨が掲載 されており、その四つのポイントの一っが又 もや中国侵略

に対する日本の深い反省である。

ということは、中国側の狙いはむ しろ未来より過去にあり、展望より清算にあったというこ

とである。

同日の天皇陛下が催 された晩餐会の席上、天皇陛下はその御挨拶の中で、中国が未曾有の大

水害に見舞われ、多 くの生命が失われたことに触れ、国家主席を労 った後に、国家主席の仙台

訪問に因み、45年 前、皇太子時代の講書始の儀で魯迅の 「藤野先生」 と 「阿Q正 伝」を習っ

たと述べられた。テレビでしか見 る機会がないので、詳 しいことは分からないが、そのお言葉

といい、御表情 ・御仕草 といい、国家主席に大変お気を使われ、最大の友好親善のお気持ちを

示されたことには間違いない。

それに対 して、国家主席の挨拶 は先ず 「尊敬する」という、普通 このような席では付ける連

体修飾語3)な しの 「天皇陛下、皇后陛下」で始まり、面 と向かって軍国主義批判を始めたの

である。4)

「不幸なことには、近代史に於いて、日本軍国主義は対外侵略拡張の誤った道へと突き進み、

中国及びアジァのその他の国々の人民 に多大な災難をもたらす と同時に、日本人民 も大変な損

害を蒙 った。『前の事を忘れなければ、後の事の師となる』。この痛ましい歴史的な教訓を、我々

はいっまで も銘記すべ きである。」これが礼節の国 とも言われる中国の国家元首が盛大な歓迎

宴での挨拶である。本当に異常 と言わざるを得ない。

11月28日 、早稲田大学での若者に対する講演では、具体的なデータまで挙げて、批判を

行った。5)

「不幸なことには、19世 紀末、 日本は軍国主義の侵略拡張の道へと突き進み、1894年

の甲午戦争で中国の領土台湾を占領 した。1905年 の日露戦争後一度中国の旅順 ・大連を占

領 した。20世 紀30年 代以降、 日本軍国主義 は全面的な中国侵略戦 争を起こし、中国は軍人 ・

民間人死傷者3500万 人を出し、経済的な損害 は6000億 米 ドルを超えた。 この戦争 は中

国人民に多大な災難をもたらし、 日本人民 もひどい損害を蒙った。」

「正 しい歴史観で以て、国民 と若 い世代を導 くべきであって、如何なる形での軍国主義の思

潮や勢力の復活を絶対に許 してはならない。」
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東京記者クラブでの記者会見でも、6)

「如何に正 しく歴史に対処するかという問題は日本が これまできちんと解決 しなか った問題

である。我々が考えるには、日本が歴史にきちんとした姿勢で対処し、 これらの人々(常 に歴

史を歪曲 し、美化する人々)の 誤 った言動を抑え込み、正 しい歴史観で以て青少年に対する教

育を強化 し、彼 らを導 くことは中 日関係の末長い発展に有利であり、結局は日本に対 して も有

利なのである。」

と、日本の言論の自由や統制という制度及び歴史教育のあり方にまで踏み込んだのである。

ここまで言われたのでは、訪問が成功 し、 日中関係に好影響を与えるはずがないし、198

3年 に両国政府が確認 した 「平和友好、平等互恵、長期安定、相互信頼」の日中関係四原則7)

には程遠い。事実、江沢民国家主席訪 日以来、世論 も国民感情 も中国に対 しては冷却化 してき

ている◎

何故に国家元首公式訪問を利用 して、歴史の清算の挙に出たのか、それは国内政治の必要か

らなのか、それとも日本の更なる援助を引き出すためなのかは本稿の問うところではない。

2.歴 史の真実と認識

歴史の真実 は一っ しかないけれども、それに対する認識は認識する者の立場 ・観点 ・方法の

違いに依 ってそれぞれ異な り、千差万別である。例えば、江沢民国家主席 は中国従来の見解に

則 って、極一握 りの軍国主義者と広範な人民 とを区別 し、戦争の責任 は前者にあり、後者には

ないどころか被害者でもあると言 っているが、 このような歴史観、或いは階級観 は日本では必

ずしも通用するとは限らない。それで、国家主席が前者だけを批判するっもりでいても、後者

、は自分 自身のことと受 け止めているのである。

「多 くの犠牲を出した戦争だけに誰かが責任を負わなければならない。や はり、A級 戦犯 に

責任を負 ってもらって」8)

と、野中広務官房長官 は話 しているが、これは中国を始めアジア諸国 とのことを考慮 した上で

の発言であり、一般国民に受 け入れ られるとは限 らないし、現に即反論が出ている。9)

「いわゆる歴史問題について、(イ)日 本が過去の一時期、中国 との関係において軍国主義と

いう誤 った道を歩み、中国をはじめとするアジァの人たちに多大の損害を与えてしまったこと、

(ロ)こ れに対 し、大多数の日本人は申し訳なく思い、またそのような国策 に対す る厳 しい反

省の上に立 って、戦後、営々と平和国家の王道を歩んできたこと、 これは間違いのないところ

です。」1①

と、谷野作太郎中国駐在大使が言っているところか らもそれが分かる。批判が厳 しければ厳 し

い程、大多数の日本人の心 とプライ ドは傷付き、謝罪を再三に亘 って要求す ると、っい 「何回、

又どうやって謝れば気が済むのだろう」と思い、追い詰められた気持になってしまうのは当然

である。 これでは友好 も何 もあったものではない。結果的には反感を買 うだけである。

歴史の真実一っ取 っても日中双方にはまだまだ食い違いがある。先の戦争での中国死傷者の

人数にしろ、経済的損害にしろ、今 までの言 い方がまちまちで、11)ど れが真実 なのか は分か

らない。いわゆる南京大虐殺事件 にしても然り、あったのは事実であるようであるが、その人
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数に就いては確定出来ないのが現状であろう。それでも、この100年 を振 り返 って見て、日

中の間に何回も戦争があったことを否定する者 はいないであろう。それ らの戦争は全て日本が

仕掛け、日本が加害者であり、中国は被害者であるということも事実であろう。その意味に於

いては、日本が深 く反省 し、 きちんと謝罪するのは当たり前のことである。但 し、歴史の真実

はそれだけではない。戦争 は一側面であり、表であり、もう一っの側面、裏があるとい うこと

を見落 としてはならないであろう。結論か ら先に言 うと、それは日本は中国近代化の触媒、そ

れも正触媒 という役割を果たしてきているという真実である。その意味に於いて、中国は感謝

まではしなくてもよいにしても、日本に対 してある程度の理解を示すべきであろう。要するに、

歴史の真実を全方位から眺めると同時に、相手の認識を努力 して理解 しようとする姿勢が必要

ということである。

19世 紀末から20世 紀初頭にかけては、 日清戦争 と日露戦争を起 こし、日本は台湾を占領

し、満州を勢力圏内に置いた。1906年 に設立 された南満州鉄道は鉄道 ・炭鉱 ・製鉄所 ・商

業 ・土地の経営等一大コンッェルンを形成 し、教育 ・衛生 ・一般行政 ・外交 ・警察にまで手を

伸ばし、満州を支配 したが、後に新中国の重要な工業基地 になったのも事実である。 この間、

中国から大勢の留学生が日本に派遣され、 ピーク時には1万 名を超えた。康有為(1858～

1927)、 梁啓超(1873～1929)、 孫文(1866～1925)等 多 くの近代化の先

駆者が日本に何回乃至10何 回も渡 り、活動 している。日本は中国近代化の幕開けに貢献 した

訳である。

第0次 世界大戦 ・21箇 条要求と 「五四運動」の時期には、 日本はその勢力を東蒙 ・山東半

島 ・江西省 くんだりまで伸ばすが、ヨーロッパ文明 ・近代思想の導入及び普及 も殆 ど日本経由

であったし、のマルクス主義 さえも同じである。筆者の本務校であった上海の復旦大学の元学長

で、すぐ隣に住んでいた陳望道氏は日本語版か ら 「共産党宣言」を訳 したのである。中国共産

党の創設者陳独秀(1879～1942)も 魯迅(1881～1936)、 蒋介石(1887

～1975)、 周恩来(1898～1976)、 郭沫若(1892～1978)等 数多 くの中国

現代の代表的な政治家 ・知識人はみな日本留学経験者である。日本は中国近代化の啓蒙に役立っ

たと言 っても決 して過言ではない。

この100年 の前半に於いて、 日本は朝鮮 ・台湾 ・香港 ・シンガポール ・東南アジア ・中国

へと戦火を交えて行き、言わば軍事立国を目指 した訳であるが、結果的には多大な犠牲 と同時

に、インフラス トラクチャーが整備され、教育が普及 した。後半に於いては、ほぼ同じルー ト

か ら、っまりNIES・ASEANか ら中国へと経済の高度成長を押 し進めて行 った。言 うな

れば貿易立国であるが、それだけ又中国を含むアジア地域の本格的な近代化を リー ドしたとも

言える。江沢民国家主席の言い方を振 って言えば、「中国を含むアジアの近代化 のカギは日本

にある」 となるかも知れない。

人種 ・文化 ・思想 ・風俗 ・慣習の類似性か ら言 って、中国にとって、 日本は欧米 ・ロシアよ

り近い。大国外交重視の中国が近年他国 と結んだパー トナーシップの性格からもそれが分かる。

中米 は 「建設的な戦略的パー トナーシップ」であり、中ロは 「戦略的な協調パートナーシップ」

であるのに対 して、中日は 「友好協力的パー トナーシップ」である。日本は欧米諸国と価値観
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を共有するが、中国の価値観を理解出来 るのは日本を置いて他にない。そ う言えば、 この 「価

値観」という言葉さえ、中国にとってはそれまで聞 き慣れない言葉であった。単純極まり無い

階級観に置き換え られて しまい、考えは硬直し、思惟は枯渇状態に陥っていた。先進国になる

には先進国の近代化 した産業 ・農業 ・科学技術 ・経営管理を学ばなければならないのは言 うま

で もないが、それよりもっと大事なのはそれらを生み出 した体制 ・法律 ・システム、そして価

値観を学び、身に付けるということである。即ち、価値観の衝突 ・融合である。そのような価

値観 も含めて、 ヨーロッパ文明 ・アメ リカ文化を直接導入出来るようになった現在でも、 日本

の窓口的 ・仲介的役割は変わらない。 日本 は中国が目指す近代化 ・先進国化の鑑 ・手本である

だけでなく、一番の貿易相手国、大事な投資国でもある。であるか らこそ、なお一層 日中関係

に時々響 く、「歴史認識」のような 「雑音」が気になる訳であるとも言える。

3.国 民感情が根本

日中関係が良好の時は過去のことは言わない、水に流す、過ぎ去 ったものは過去のものとし

て、前向きに、未来志向と言い、摩擦が起こった時は未来を見ずに、過去の教訓を汲め、反省 ・

謝罪 しろと言 う。或いは裏の側面である交流は人民が進め、表の側面である戦争 は軍国主義者

がや ったという単純な割 り振 り方では問題解決にな らないし、何時まで経 っても日中間の真の

相互理解 ・相互信頼 ・友好協力の関係は結ばれないであろう。

政治家は、いい場合は国益を第一位に置き、悪い場合は私利私欲 ・党利党略ばかり考える。

どちらにせよ、環境 ・情勢に目を向け過ぎ、物事を打算的 ・便宜的にとらえがちである。中国

共産党の元総書記であった胡耀邦氏が何時どこで話 したかは忘れたが、政治家にとって、昨日

の友が今 日は敵であり、今 日の敵が明日は又友であることは日常茶飯事であると言 ったのを覚

えている。それから、政治家は建前と本音をよく使い分ける。.と言 うよりも、往々にして本音

を隠 し、建前だけを言 う。真意を測りかねる。日中関係をこのような政治家に任せっぱなしに

しておいたら、大変なことになる。国民一人一人が責任を自覚 し、積極的に関係構築に取 り組

まなければならない◎それで、国民感情が一番のポイントになってくる訳である。

聞き慣れた言葉に 「親 日派 ・反日派 ・知日派」或いは何々 「家」 というのがあるが、中国で

は、特に 「親 日派」には日中戦争の陰騎が重なり、裏切 り者の意味の 「漢好」と同義語である。

親 日とは、 日本 となるとべた褒めすることであり、反日とは、 日本を毛嫌いすることであろう

が、全体的な国民感情 としては多少クールな方が理想的であり、「派」或いは 「家」 としては

「知日」が一番望ましいが、何 しろ人間の感情、人の心のことであるので、強要は出来ない。

以上、序にしては多少長 くなったが、このテーマの勉強をする契機 となっただけでな く、中

国の国民を代表する国家主席の日本観の一部ともなるので、記 した次第である。

これか ら色々な中国人の日本に対する感情 ・心、っまり日本観とでも言えるようなものを見

て行 くっ もりでいるが、それは何々派とか何々家とかというふ うに簡単に分類するのではなく

(事実、それは不可能であり、非科学的でもある)、種々様々な日本観を調べ、なるべ く整然と

纏めたいと思 っている。
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H.魯 迅その人と日本 との係わり

1.魯 迅の評価

筆者は30何 年間魯迅の最後の10年 の住まいの近 くに住んでいたので、 よくそのお墓のあ

る虹口公園に遊びに行った し、記念館 も旧居 も何回 も見学 している。但 し、研究者ではないの

で、魯迅をどう見 ると聞かれた ら、一っは日本との関係が密接であったということと、 もう一

っは毛沢東の評価の通 りであるとしか答え られないであろう。

っまり毛沢東が1938年10月 の講演で話 した、12)

魯迅は 「中国第一等の聖人だ。孔夫子は封建社会の聖人だが、魯迅 は新中国の聖人だ。」魯

迅精神 とは政治的な遠大な見識、闘争精神、犠牲的精神である。

それから1940年1月 に発表 した論文 「新民主主義論」中の次の評価である。13)

「魯迅は中国の文化革命の主将であり、かれは偉大な文学者であったばかりでな く、偉大 な

思想家、偉大な革命家であった。魯迅の背骨はもっともかたく、かれには奴隷の根性やへっ ら

いの態度がいささかもなかった。これは植民地、半植民地人民のもっとも貴重な性格である。

魯迅は文化戦線で全民族の大多数を代表 して敵陣に突入 した、 もっとも正 しい、もっとも勇敢

な、 もっとも断固とした、もっとも忠実な、 もっとも情熱的な、空前の民族英雄であった。魯

迅の方向こそ中華民族の新文化の方向である。」

それは正にその通 りであるが、これはあくまで も進化論から階級論へ進み、官吏 ・地主 ・紳

士の階級の出自に反逆 して、プロレタリア階級の仲間入 りをし、「聖人 ・主将 ・偉大な文学者 ・

思想家 ・革命家 ・民族英雄」(更 に、毛沢東 は 「旗手」とも言っている)に なってか らの魯迅

であり、又 どこか血が通わぬ抽象的な魯迅像で もあるので、それまでの魯迅及びその作品並び

に具象的人間魯迅を理解するには何かぴんと来ないところがなきにしもあらずである。

日本に来て、色々な本が自由に読めるようになって、その不足感を徐々に補うことが出来た。

特に、李長之の 「魯迅批判」 には大いに共感を覚えた。

「人は、生 きなければな らない これがかれの基本観念である。だか らこそ、人びとの死

を忘れることができなかったのである。その目で見、感 じ、身に受けた生命への圧迫 と傷 は、数知

れなかった。傷あとの悲 しみのなかで、時には麻痺を装わざるを得ないことさえあった。」14)

「頑迷な農民性について、魯迅ほど知 り尽 くしている者はいない。曖昧さ、改革 への逡巡、

愚鈍、奴隷根性などに対する描写には、魯迅の魂が、余すところなく奥深 く、細部 にまで滲み

わたっている。」15)

「進化論的、生物学的な、人は生 きなければならないという人生観、さげすみとあざけりを

バネにした感情、加えて堅固で、執拗このうえない反抗性、 これこそ魯迅の真骨頂である。環

境が彼の性格 と思想の輪郭を形成 したが、みずか らも環境から出路を見出 し、使命をになった

のである。」16)

「人間の環境は、人間の事業を制約する。だが人間の性格は、逆に人間の環境を選択する。……

その代表 として魯迅をあげることができるだろう。」17)
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「魯迅が0人 の詩人であることに疑 いをさしはさむ余地はない。そして思想面か らみれば、

一人の戦士にすぎない。」18)

「魯迅の精神の深部に横たわるものが粗忽、無味乾燥、荒涼、暗黒、脆弱、疑い深 い、腹 を

立てやすいことだとして も、だがそれ故に、永遠の詩人、時代の戦士たりえたことに疑いをさ

しはさむ余地はない。」19)

鋭い観察力、研ぎ澄ました神経、繊細 な感受性、堅忍不抜の意志、不擁不屈の精神、 「苦痛

と暗黒より外ない一種の人生観」20)の持 ち主、それが魯迅であるが、生涯民族の危機を憂 い、

国民性を恨んだ。愛すればこそ憎む、 このことを魯迅ほど実行 した中国人は他にいないであろ

う。その魯迅が果た して日本をどう見ていたかということは誰でも興味と関心を持つであろう。

2.魯 迅 と日本

魯迅 は1902年20歳 の時、留学生 として日本に派遣 され、最初は東京の弘文学院で、次

に仙台医学専門学校で勉強 した。筆者は幼少期の10何 年間を仙台市内の魯迅の下宿先に近い

荒町で過ごし、後には東北大学の客員教授を務めたこともあるので、なお親近感を感 じる訳で

あるが、魯迅は東京にいた時親友の許寿裳に対 し、「よく次の三つのお互いに関連のある問題

に就いて話をした。一つは、理想的な人間性 とは果たしてどういうものか。一っは、中国の国

民性の中で最も欠乏 しているものは何か。一つは、その病根 はどこにあるか。」21)魯 迅が医

学を専攻 し、又そのために ドイツ語を習い始めたのもみな明治維新を経て、近代化に成功 した

日本に倣 う、所謂明治維新信仰と同時に、或いは、 というより、 日本を通 してヨーロッパ文明

を学び、中国の民族危機を救 うためであることは明 らかであるが、結局は体より心、肉体より

精神、中国人の精神の改造 ・国民性の改造が喫緊且つ重要 と悟 り、文学の道に転 じた。20歳

代 というのは人間形成 ・人生観確立にとって、一番大事な時であるが、それを魯迅は日本で体

験 したのである。

魯迅が 「藤野先生」22)ではっきりと 「ともかくこの時、この場所で、私の考えは変わ った」

と言 っている通 りであるが、もう一つ大事なことはつまりその藤野先生のことである。 「なぜ

か、私 は今 もって事あるごとに先生のことを思い出すのである。私が師と仰 ぐ人のなかで も、

先生は私が大きな感銘を受け、大きな励ましをあたえられた人の一人である。」「いっも夜になっ

て疲れが出、ひと休み しようかと思 うとき、顔を上げて、灯 りの中の先生の浅黒い痩せ形の顔

が、今にもあの抑揚のある口調で話 しかけてきそうになるのを見 ると、私 は俄然良心に目覚め、

勇気が満ちてくるのを覚える。そこで、やおらたばこに火をっけ、『正人君子』 の輩 の憎悪 の

的となっている文章を書 きっ ぐのである。」 この件を中学校の国語で始めて習 って以来何回読

んだことであろう。そ して又、魯迅記念館 ・旧居で藤野先生の写真の前に立ち、或いは朱筆で

添削された魯迅のノー トを見る度に、筆者は胸が突き上げられ、 自ずと直立不動の姿勢になり、

頭が下がり、 目頭が熱 くなるのである。熱血漢である藤野先生 も然 ることながら、魯迅の藤野

先生に対するその気持 もこの上にな く美 しく、崇高で、 これは魯迅 と日本の関係を一番端的に

現 しているものである。

魯迅が50歳 になった1931年 の3月 か ら12月 までの10ヶ 月間、毎 日午後3、4時 間
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魯迅 は当時30歳 だった増田渉に著書 「中国小説史略」や小説 「晒城」、「彷程」等に就いて講

義を し、質問を受 けた。彼が帰国 してか らも二人の間の文通 は魯迅が亡くなる寸前まで続いた。

その時受 けた印象を増田渉は後に 「魯迅の印象」 という文章 にして出 しているが、23)人 間魯

迅をその風貌 ・顔付き ・言葉遣い ・手振 り・物腰 ・身なりから人柄 ・性格 ・性癖 ・気質 ・趣味 ・

家族 ・交友関係 ・思想 ・仕事等に至るまで実に多方面に亘 って詳細に記述 した文章は他に類を

見ない。「文章で見 る魯迅 と、直接話 しあっているときの魯迅とでは、ちょっと勝手がちが う

ような気がした。深刻めいた顔っきや言葉づかいをせず、いっも軽いユーモアをとばしてニコ

ニコしている気のおけない人であった。一 しょに向かいあっていて、緊張感などは私は感 じた

ことはなかった。文章にみる皮肉や毒舌は影さえなく、むしろ子供のように天真な人柄であっ

た。」それは確かに魯迅は誠実で温和な人であるには違いないであろうが、その半面、相手が

日本の友人であったので、気を許 したところがあったとい うことも否定 出来 ないであろう。

「魯迅全集16」24)に 掲載されている増田渉宛の58通 の手紙の内、署名 は 「迅」が19通 、

「堕落文人」と誰かから罵 られ、それを振 って魯迅が 自分で付 けた 「階洛文」 という名前の

「洛文」が29通 である。 とにかく苗字抜きの名前だけでの署名が48通 、83%を 占め、二

人の間の信頼 ・親 しさが分かる。

李長之が言う25)魯 迅の 「精神発展上、頂点に達 し」、「健康で生気に溢れていた」段階 と

「国民性への攻撃をふたたび開始 し」、「反封建文化の使命が、いっそう明確に反帝国主義 の闘

争に転化 している」段階とを合わせた最後の10年 、内山完造は魯迅と刎頸の交わりをした。

魯迅は毎日のように彼の経営する内山書店に通い、必要とする書籍等をそこか ら取 り寄せ、言

わばそこを情報収集の窓口にした。人に会 ったり、連絡を取ったりする時もそこを拠点にした。

内山完造は魯迅とその家族の健康 ・生活上の面倒を見ただけでなく、国民党政権の圧迫から魯

迅を守 り、魯迅 も又内山完造に 「全幅の信頼をおいていた」。2s)魯迅の身辺に危険が迫 った時

は隠れ家を捜 したり、自分の家に引き込んだりして、彼を守 り通 した。もしも内山完造 という

日本人がいなか ったら、魯迅一生の中で一番大事な活動や闘いは出来なかったであろう。

魯迅の絶筆となったのは内山完造宛の手紙であったし、「意外なことで夜中か ら又喘息がはじ

めました。……お頼み申 します。電話で須藤先生に頼んで下さい。早速みて下 さる様 にと。」27)

と頼まれ、急いで駆け付け、危篤に陥った魯迅を見守 り、「完造が疲れや しないか と許広平が

余 り心配するので、完造は夜中の十二時頃、いったん家に帰ることにした。…… 『y"ぐ来て く

ださい。』……駆けだ した。完造は臨終に五分おくれた。顔も手 もあたたかい、それなのに呼

吸は絶え、脈 もとまったままである。『僕の病気 はどうなっているのだろう』魯迅の声が完造

の耳の中で駆けまわっていた。」28)

仕事 ・勉強 ・生活 と言い、 自分及び母親、妻子の身の安全 ・病気 と言い、魯迅 は中国人では

なく、 日本人に頼 っていた訳である。心を許せるのも、それは一部の日本人であるか も知れな

いけれども、兎に角日本人である。 この事実を果たしてどう見るべきであろうか。

いずれにせよ、魯迅の一生 は日本と切って も切れない関係にあるのである。
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皿.日 本 は鏡

1.日 本人は真面目

魯迅は1936年3月 、内山完造著 「生ける支那の姿」の中国語版訳者宛の手紙ではっきり

と29)

「日本の国民性はたしかに立派です」

と認めているし、満州事変直後の1931年11月 にも、鋤

「排 日の最中にあって、私 はあえて断固として中国の青年に忠告を一一っさ しあげたい。 それ

は、日本人は私たちがみならうだけの価値あるものをいっぱい持 っている、ということである。

例えば、自分の本国や東三省について、彼 らは平常からたくさんの書籍を出 していて ただ

目下投機的に出版されたものは除 くべきであるが一 外国に関するものは、もちろんなおさら

言うまでもない。私たち自身何があるか。墨子を飛行機の元祖 となす以外に、中国は四千年の

古い国でありなが ら、こうしたうだっのあがらないたわごと以外に、いったい何があるという

のか。」

と書いている。

内山完造の記憶によると、魯迅は病床にあったある日、彼にこう語 ったそうである。31)

「僕は寝ているあいだに発見 したよ。それは中国四億の人民が 『馬馬虎虎』 とい う病気 にか

かっていることだ。この病気を治さない限り、中国を救 うことはできない。だが、日本にはこ

の病気を治す特効薬がある。それは、 日本人の真面 目な態度だ。だから、日本の全部を排斥 し

ても、この薬だけは買ってこなければならない。今度の病気が治ったら、僕はそう言 うつもり

だ。」'

亡 くなった内山書店店員の鎌田誠一のために書いた墓記にも、32)

「勤勉にしてしかも実直、兼ねて絵の事を修め、燦然たる成果を挙げぬ。」

と記 しているし、1932年11月 北京輔仁大学の講演では、中国の青年や学生が真に 「抗日」

か否かは別として、ただ単に「抗 日」関係のバ ッチを持 ったり、軍服姿の写真を残 し、訓練服を家

の中に置き、処分するのを忘れたりして、日本軍に捕 らえられていくことに就いて触れ、認)

「いったん日本軍に探 し出されれば、それ も命を失 うもとになります。 このような青年が殺

されますので、みなは大いに不平を鳴らし、 日本人は残酷すぎると思いました。 しか し、 これ

はまったく気質のちがいによるものです。 日本人がまじめすぎるのに、中国人がふまじめす ぎ

るのです。中国のことが らは往々にして看板をかかげればそれで成功 ということになります。

日本人はそうではありません。彼 らは中国のように芝居をやるだけ、 というのとはちがいます。

日本人はバ ッチや訓練服があるのを見れば、必ず彼らをほんとうに抗 日している人間と思いこ

み、むろん強敵だとみな します。こんなふ うにふまじめな者がまじめな者 とぶっかれば、どう

したってひどい目にあいます。」

と、話 している。当時にしても、現在にしても、実に考えられないことである。日本は満州事

変から上海事変、次から次へと中国に食い入 り、なお虎視眈々と次の獲物を狙っているし、中



蘇:中 国人 の 日本観 一魯 迅 11

国全土には反日 ・排日 ・抗 日の怒号が響 き渡 っている時に、大勢の若気の至 りの学生を前にし

て、よくもここまで言えたものである。魯迅だからこそ出来たのである。その意味では今の政

治家はその足元にも及ぼない。階級観 によれば、先ず敵か味方か、それで、 もしも敵であった

ら、その全てが悪になり、敵の何かを一っでも褒めさえ したらもう 「階級的立場」の問題にさ

れ、地獄行 きである。筆者が中国プロレタリア文化大革命中に0度 「日本に行ってみたいなあ。」

と口を滑 らし、「帝国主義的傾向あり」 というレッテルを貼 られたことがある。

魯迅のこういった日本人観 は始めからあったものではない。日本留学へ行 く前から、日本は

明治維新を経て、アジアで真っ先に近代化に成功 し、西洋諸先進国 と匹敵出来 る国と見 られ、

それは日本人が優秀で、努力 したせいだという見方が一般的であり、魯迅 もそう思 っていたか

も知れないけれども、事実 は 鋤

「ここ数日向こうの学生社会にもかなり入 ってざっと推察 してみましたが、 その思想、行為

は決 してわが震旦の青年の上 に出るものではないと敢えて断言 しましょう。ただ社交が活溌な

点では連中の方がうわ手です。楽観的に考えるならば、わが黄帝の魂はあるいは絶祠のために

餓えることにならずにすむで しょうか。」

「学校の勉強は暗記にうるさいばかりで思索を要 しません。いくらも勉強 しないうちに頭が

こちこちになってしまいます。四年たてばおそらくでくの坊みたいになってしまうで しょう。」

と、仙台医学専門学校に入って間 もなく語 っているように、 日本人を大して評価もしていない

し、中国の国民性をそう悪 くも言っていない。やはり長年に亘 って、 日本 ・日本人を知 り、培

われたのであろう。

2.模 倣は短所ではない

中国は日清戦争に負け、中華思想が崩壊 し、 日本を最早朝貢国等と思うことは出来なくなっ

たばかりでなく、日露戦争にもなんと勝 ったので、 日本に倣わなければな らないという風潮に

はなっても、日本を多少馬鹿にするところがなきにしもあらずであった。それは当時 も今 も同

じである。その現れの一っが所謂模倣、物真似のことである。

明治維新までは、中華文明に倣い、中国文化を導入 し、政治 ・法律 ・産業 ・技術 ・宗教 ・文

化 ・文字、衣食住全般に亘 って、中国に右に倣えをした。明治維新以降は、脱亜入欧 し、 ヨー

ロッパ文明に倣った。それはそれで成功 したかも知れないが、とにか く日本には日本独特の文

化等あまりないというのが中国人の一般的な見方である。現在でも、日本の技術は進んでおり、

例えば家電製品も性能が優れており、精巧であるけれども、ほとんど欧米、特にアメ リカの真

似を しているに過ぎないと誰 しも思 っている。それが原因 して、清末民国初と違い、今 は世界

中どこへで も行けるようになったので、優秀な留学生 は先ず米国を目指すようになっている。

言葉は悪いが、おこぼれが 日本へと言 ってもいい くらいで、出世 し、功成 り名を遂げ、帰国 し

てか らも、欧米留学経験者は幅を利かせているのに対 し、日本留学経験者はどちらかと言 うと

小さくなっている。

人を馬鹿にする人ほど馬鹿であると言 うように、「中国は、一貫 していわゆる 『排他政策』

をとってきた。……鉄砲 と大砲によって表門を打ち破 られてか らは、さらに、続 けざまに壁に
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頭をぶっけて、現在は何事によらず、『届ける』政策になった。」35)

と、魯迅は中国の鎖国的な方針に鋭いメスを入れ、それより大事、強調すべきなのは 「もって

こい政策」であり、

「我々は、頭をっかい、視野を広 くし、自分で持 ってこなければならない。……我々は、 あ

るいは使用 し、あるいは放置 し、あるいは破殿する必要がある。…… しか し第 一に、その人は、

着実で、勇敢で、識別の力を具え、非利己的でなければな らない。持って こないかぎり、人は、

自ら新 しい人間になれない。持 ってこないかぎり、文学芸術は、自らを新 しい文学芸術にして

い くことはできない。」 と、書いている。

ここでもう一つ大事なのはこの 「もってこい政策」にイデオロギーを絡ませてはならないと

いうことではなかろうか。中国に共産党政権が出来た当時は所謂 ソ連一辺倒政策をとった。学

校教育で言えば、小学校か ら大学まで、国語や中国史を除 き、全てソ連の教科書を使用するよ

うにし、外国語 もそれまでの英語を廃止 し、 ロシア語に変えた。英語の教員も習いなが らロシ

ア語を教えた。 ところが、ソ連が 「修正主義」化 し、中ソ関係が悪化 してか らは一斉にそれ ら

を廃棄 し、急いで自分で教科書を作り、外国語教育 も英語に切 り替えた。 ロシア語を教えてい

た教員は又紙屑かごの中から英語のペーパーを拾い上げ、忘れかけた英語を教えるようになっ

た。結局はどの外国語 も身に付かず、教育全体のレベルダウンを招いた。文化 ・社会 ・経済 ・

政治、みな然 りで、何十年 と堂々巡 りばかりして来た。

魯迅が1929年1月 に、蕗谷虹児の画選を中国の読者に一っの小さな鏡 として紹介 したこ

とがあるが、日本は正に中国の 「鏡」なのである。

「日本の翻訳界 はたいへん豊富です。適切な人材が多 く、読者 も少なくありません。したがっ

て有名な作品にはほとんど翻訳があります。わたしの考えでは、 ドイッ以外、他国の作品を紹

介するのに熱心なのは、おそらく日本でしょう。ただ し、ソ連の文学理論の紹介はさいきん大

きな欠点があります。……したがって、 日本語に頼 るだけでは不十分で、 ソヴィエ ト・ロシア

文学を研究 したければ、ロシア語がわかったほうがよろしい。」ss)

そのロシア語を習うにも、日本語が分かった方が便利なので、先ず3、4年 日本語を習 うべ

きと提唱している。その魯迅自身、日本留学時代に、 日本語の外に ドイッ語の勉強に力を入れ

たのは周知の通 りである。

二っの外国語の関係 に就いて、魯迅は更に次のように言 っている。訂)

「わた しの考えは、日本語は論文が読めればそれでよいということです。彼 らは紹介す るの

が早いからです。文芸を読むのは労多 くして功少なし、です。……しかも我々外国の読者の労

力に酬いる偉大な創作 はありません。……欧州には大作品があります。 どうして、 日本語を学

ぼうとする精力をもって、西洋の言語を学ぼうとなさらないのですか。」

日本をあくまでヨーロッパの窓口と位置付けしていることが、次の話からも分かる。認)

「日本では、近ごろは特に厨川白村のような人をみません。……随筆の類 も時 に出版 されま

すが、読んでみて も大抵浅薄で味がなく、あってもな くてもよいものです。要するに、社会 と

文芸のよい批評家はみあたりません。」

日本の外国紹介の姿勢に問題がない訳ではない。魯迅の批判は痛烈である。39)
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「日本人は中国語の文章を読むのが比較的に容易ですが、彼 らの著作を読 むとやはりでた ら

めが多い。上海にきて半月もすると本をだ し、ルーレット賭博、私娼、 といった類のことを書

き、中国はどこもかしこも、打っ、買うの天国だといわんがばかり。」

それでも全体から言 うと、 日本 は外来文化の吸収 ・消化が全方位で、迅速で、効果的である。

魯迅は1934年8月 に発表 した 「子供の写真のこと」という雑感の中で、次のように喝破 し

ている。40)

「その師が我々の仇敵であろうとも、我々は師か ら学ぶべきである。わたしは、 ここで、現

在、人々が触れたが らない日本をとりあげよう。 日本が、模倣が うまく、創造に乏しいことは、

中国の多 くの論者が軽蔑 している。 しかし、彼 らの出版物と工芸品を見ると、早 くから中国を

凌駕 している。『模倣がうまい』のは、決 して短所ではないとわかるのである。我々は、 その

『模倣がうまい』 ことを学ぶべきである。『模倣がうまい』 ことに、創造を加えたなら、なおさ

らよいのではなかろうか。さもなければ、ただ、『痛恨 して死ぬ』だけなのである。」

3.日 本もまだ本当のことが言える処ではない

「魯迅全集16」 に内山完造宛に書いた手紙が10通 載 っているが、どれを読んで も心が温

まる。東京へ一・時帰国 した内山完造宛に、1932年4月13日 、41)

「書店にも毎日行 きますが、 も一漫談などがありません。矢張 りさびしいです。 あなたは何

時上海へいらしゃいますか?こ ちか らは早 く帰える様にのぞんで居 ります。熱心 に。」

と書 き、その2週 間後に又、42)

「北四川路も毎日毎 日賑 くなって来ました。 ところが先生なかなか帰えって来ません。漫談

は戦争よりも永いようです。それは実に驚いて仕舞いました。」

と書き送 っている。 もう寂 しい、待ち遠 しい、首を長 くして待っどころか、恨むようにしてま

で相手を急かしている。魯迅が内山完造にここまで深い愛情を抱いていたとは驚かされるばか

りである。

魯迅が北京へ行 ったら、着いたその日の夜にす ぐ内山完造宛に手紙を認め、43)

「御贈与下 さった蒲団を母親に差 しあげました、非常によろこんで厚 く御礼を申 し上げ るよ

うにといいましたから謹んで伝言致 します。

私は汽車のなかによく食い、よく睡むりましたか らごく元気になって居 ります。」 と御礼を

言い、元気であることを知 らせている。実に身内以上である。

二人の間は又本当に明るく、言葉遣いもユーモアに富んでいる。魯迅は面 と向かっては何時

も内山完造を紹興弁plLりのある上海弁で 「老板」 と呼んでいたそうであるが、そのニュアンス

は 「旦那」よりもむしろ 「おや じ」に近いようである。

候文で手紙を書いては、末尾に 「御令閨殿下によろしく御伝言被下度。」44)と書いていると

ころ等、本当に微笑ましく、これがかの 「横眉冷対千夫指」(眉 を横たえて冷ややかに対す千

夫の指)、「寸鉄人を殺 し、一刀血を見る」鋭い魯迅 と同一人物であるかと疑 うくらいである。

やはり李長之や増田渉の魯迅観の方が真実に近いと言わざるを得ない。

そ して、その1932年4月13日 の手紙になんと非常に重要なことが書かれているのであ
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る。

「私か ら見ると日本にも未、本当の言葉をいうべき処ではないのでちょっと気を附けないと

皆様に飛んだ迷惑をかけるかも知 りません。」

っまり日本にも言論の統制、検閲制度があるということである。45)

「日本では、なるほど階級闘争を語 ることを禁止 しているが、世界に階級闘争がないとは言っ

ていなかったが、中国では、世界には、実は、いわゆる階級闘争はなく、みなマルクスが捏造

したのだと言う。……日本は、確かに書籍 ・雑誌の禁止、削除をしているが、削除の箇所は、

空白を残 して読者が一眼見てそこは削除されたとわかるようにした。中国では、空白を残す こ

とを許さず、必ず、っづけなくてはならないから、読者の眼には、やはり完全な文章のように

見え、ただ作者が意味不明のわけのわからぬことを言 っているだけであった。」

当時か らして中国の方がひどかったし、現在 日本では憲法で言論統制 ・検閲が禁止されるよ

うになったのに対 し、中国は旧態依然どころか政権交代で更に0段 と悪化した。増田渉に 「魯

迅と日本」という文章があるが、その中国語版 ⑥ と言 ったら、誤訳だけでなく、勝手 に削除

したり、す り替えたり、それがそう長 くもない文章なのに、なんと50力 箇所以上に上 り、見

るも無惨な姿である。

勿論何 もかも中国の方がひどいということではない。

「日本の一切の左翼作家のなかで、現在転向 していないのは二人だけしか残 っていません

(蔵原 と宮本)。 お二人はきっと驚かれて、彼 らは中国の左翼が頑強であるのに及ぼないと考え

られるとおもいますが、 ものごとは比較 してから論 じなければなりません。彼らのところの圧

迫の手段は、まことに組織的で手ぬかりがないのです。彼らはドイッ型で、精密で周到です。

中国がこれを真似ると状況はちがってきます。」47)

このような体制 ・制度とは直接関係なしに、 日本人の慣習として、魯迅はい くっか挙げてい

る。

その一つは、日本人は軽々しく意見を言わないということである。

「日本の二人の画家は返事を くれるかもしれませんが、ふっ うの社交辞令的な ものだろうと

お もいます。彼 らにあっては、作家 と批評家は分業で、ごく親 しい友人でないかぎり、かるが

るしく意見をのべないのです。」⑧

「彼 らの習慣 は我々と異なり、非常に遠慮深いのです。かるがるしく発言 しません。それで、

真実の 社交的ではない批評をうけようとしても、それはできないのです。」49)

もう一つは、日本人は結論を好むということである。

「これも自分の発見でなく内山書店で漫談を聞いて居たときに拾ったものだが 日本人程結論

を好む民族、即ち議論を聞かうが、本を読まうが若 し遂に結論を得なかったらどうして も気が

すまない民族は、今の世の中に頗るすくないらしいと云ふことである。」so)

「彼 らが、急いで結論を求めるのは、実行を急 ぐか らである。」51)

結論を求め、実行を急 ぐことは、真面目さの現れでもあり、性急の一言で片付けたり、一笑

に付 して しまったりしてはいけない。それに対 し、中国人は何人か集まると、す ぐとりとめも

ない四方山話を始め、タバコを吸い、お茶を飲みながら何時までも続ける。何事をやるにも、



蘇:中 国人の 日本観 一魯迅 15

「慢慢地」(ゆ っくりと)、実にのんびりしている。それを悠久な歴史を持っ大国の国民性 とす

るのは怠け者の言い逃れに過 ぎず、全 くのお門違いである。

4.中 国唯一の出路は民族革命戦争

魯迅の評価或いは魯迅文学の本質に関する見解や説は幾つ もあるが、魯迅の 「人間としての

性質の善良さにっいては衆評が一致 している」52)し、魯迅が「正義感の強い、虚偽 の憎悪者」53)

であり、「孫文が革命の父と呼ばれるように、魯迅 は現代中国の国民文化の母である」54)こ と

に誰 も異論はないであろう。

その魯迅の日本 と中国の間に起こりつっある戦争に対する態度にも議論 はあるまい。確かに、

1931年9月18日 から30日 までの日記55)を 捲 ってみても、内山書店に本 を買いに行 っ

たり、愛児海嬰の満2歳 の誕生祝いで建人弟を呼んで来て飲んだりしたとか、或 いは26日 は

「旧暦中秋という、月、はなはだ良 し」 というような 「中秋」の名 「月」に関する記載 はあ っ

ても、満州事変には片言隻語 も触れていない。1932年1月28日 辺 りの日記56)に はさす

がに上海事変のことが記 されている。28日 「午後、付近 きわめて騒然 とす。」、29日 「戦火

に遭 う。終 日、銃声、砲声を聞 く。」、30日 「午後、一家全員で内山書店に避難 す、衣服数着

を携帯するのみ。」、そして、2月1日 か ら5日 まではなぜか 「失記」 となっている。

手紙は、1932年2月22日 許寿裳宛の手紙に次のようなことを書いている。57)

「このたびの事変は、まことに思いもよらぬもので、突如として火線に陥 り、血ぬ りの刃が

途をふさぎ、飛びくる丸が室に入るということになり、ほんとうに命は旦夕に在 りといった腹

づもりをしました。二月六 日に、やっと内山君が方法を講 じてくれ、妻子をひきっれ英租界に

入ることができました。書籍文具は一っももって こなか ったけれども、大人 も子供 も幸いにっ

っがなく、まずは御安心 ください。」

二っの事変を起 こした日本を呼ぶにもほとんど、「侵略者」とか 「帝国主義」、「軍国主義」、

「ファシスト」呼ばわ りせず、普通の呼び方をしている。

「日本が、遼寧、吉林二省を占領 して以来、……」(1931年11月30日)58)

魯迅自身が書いたのかどうかは確定出来ないが、一応魯迅の名で1933年 に発表 された

「同志小林の死を聞いて」という文章では、59)

「日本 ト支那 トノ大衆ハモ トヨリ兄弟デアル。資産階級ハ大衆ヲダマシテ其 ノ血デ界 ヲエガ

イタ、又エガキツツアル。」

となっている。それに対 し、「魯迅全集10」 の原注 は 「日本 ファシス ト政府」 と決めっけて

いる。

「ある国が、青島か ら撤兵 したとき、ある人は、万民傘に名をっ らねることを 『メンッがあ

る』 と思 ったのである。」(1934年10月)60)

1936年4月 号の 「改造」誌に発表 された日本語で書かれた 「私は人をだま したい」とい

う文章では、61)

「昨年の秋か冬、 日本の水兵が……」

「日本の方 は 『事変』の云ふのをす くらしい」
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となっているのに対し、「魯迅全集8」 の原注は 「日本侵略者」と呼んでいる。

北京輔仁大学での講演でも、「日本兵」や単に 「日本人」という表現をしている。62)

「私はそのとき、日本兵が戦いをやめたのを見てもどってきたのですが、 しか し突然また緊

張しました。……日本人にしてみれば、 このような時節ですから、中国人 はきっと中国を救 う

ことにみな忙 しいのだと思いこんだのであって、中国人があんなにも遠方の月を救いにいこう

とは、考えてもみなかったのです。」

だからと言 って、魯迅が親日的だとかと言おうとしているのではない。 これには確かに何 ら

かの感情なり意識なりが働いているには間違いないであろうが、魯迅の反戦の姿勢 ・態度は明

瞭である。

「いま中国の革命的政党が全国人民に提出 した抗 日統一戦線の政策はわたしは見た、わた し

は支持する、わた しは無条件にこの戦線に加入する。その理由は、わたしが、一一人の作家であ

るばかりでなく、一一人の中国人だか らである。その政策は、わたしにとっては、非常に正確だ

と認める。わたしがこの戦線に加入 して も、 もちろん、使用する物はやはり一本の筆であり、

できることはやはり文章を書き、翻訳をすることである」63)、

「民族革命戦争の大衆文学は、決 して義勇軍の戦いや、学生の請願デモ……等 々の作品を書

くことだけに限定されるのではない。……現在、中国の最大の問題、万人共通の問題は、民族

生存の問題である……あ らゆる一切の生活(食 事や睡眠を含む)は 、みなこの問題とかかわり

がある。たとえば、食事は、恋愛と無関係で差 し支えないわけだが、現在の中国人にとっては

食事 も恋愛 も、すべて日本侵略者にいくらか関係がある。それは、満洲 と華北の状況を見れば

明らかであろう。中国の唯一の出路 は、全国一致 して 日本にあたる民族革命戦争である。」的

これは1936年7月 、魯迅の病中口授 し、0・V・ が筆録 したものであるが、「日本侵略

者」 と言 っている。

同じく魯迅が口授 し、0・V・が筆録 した同月の別の書簡で、魯迅 は次のように言 っている。65)

「あの着実に、大地を踏みしめて、現在の中国人の生存のために血を流 して奮闘している人々

を同志 として持ち得たことは、自ら光栄だと思 っております。」

それより半年前の手紙で魯迅は、

「義軍の記載は読みました。 このようであってこそ戦士と称することがで き、私 のよ うに筆

を弄ぶ人間を漸塊させます。」ss)

と自ら書いている。

5.相 互理解は難 しい

魯迅 と日本人の交際、交流は多い方で、特に内山完造 ・増田渉等は長年来の知己であったが、

全体から言 って日本人との付き合いは難 しいと魯迅は晩年に至 るまで思 っていた。

「自分の考では地位、殊に利害 さへ違へば國と國との間は云ふまで もなく、 同國人の間で も

相互に瞭解 しに くいのである。」67)

「名人との面会 もやめる方がよい。野 口様の文章は僕のいうた全体をかいていない、書いた

部分 も発表のためか、そのまま書いて居ない。長与様の文章 はもう一層だ。僕は日本の作者 と
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支那の作者 との意思は当分の内通ずる事は難 しいだろうと思 う。先ず境遇 と生活とは皆な違い

ます。」ss)

当時、 日本は中国は政治 ・経済 ・社会 ・文化全般に亘 って停滞 し、 ヨーロッパ諸国に大変遅

れを取 ってしまった、「中国は弱国であるから、中国人は当然低能児であ」 る69)と い うよう

な中国 ・中国人蔑視の風潮であった。両国の国民の間にこのような壁が立ちはだかっていたの

では相互理解は不可能に近い。

但 し、「若 しも永 く或る土地に生活 し、その土地の人民 に接触して殊にその人民の魂にふれ、

且つそれを感得 して眞面目に考へて見れば、その國を瞭解することはあながち出事ないことで

もあるまい。……自分の考では日本 と支那との人々の間はきっと相互にはつきりと瞭解する日

が来ると思ふ。昨今新聞には又盛んに 『親善』とか 『提携』とか書き立てて居 るが、来年にな

ったら又どんな文字をならべるか知らんけれども、兎に角今は其時でないのである。」70)

相手の 「魂にふれ、且つそれを感得 して眞面目に考へて」始めて、相互理解が可能になる。

相当難 しいことではあるが、「千里の行 も足下に始 まる」 というように、倦 まず弛 まず努力す

れば必ずやその日が到来する。

魯迅が日本の生物学者西村真琴博士のために書いた 「題三義塔」 という詩71)で も 「劫波を

度 り尽 くして兄弟在 り、相逢いて一笑すれば恩仇混ばん」と歌 っている。

増田渉が帰国する時に、魯迅 は 「日本の風光をしのび、私が東に帰 るを見 るにっけて も自分

の若かりし日のことを憶ふ」72)という意味の送別の詩を書いている し、又 日本 に赴 く友人の

ために書いた詩にも、「頭をもたげて東方に浮かぶ雲を眺めていると、夢にまで見 た日本の風

土 と友人のことが想い起 こされる」73)という意味の文句がある。

魯迅は、 このように、若かりし頃7年 もいた日本がいっまでも懐かしく、 日本と日本の友人

に思いを寄せていたのである。
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提要

1998年11月,中 国江洋民国家主席坊同了 日本。迭是 日中美系)i始 以来,中 国国家元首第 一次正式坊 日。

日方,包 括国 民和媒介在 内,熱 烈期望双方都 以展望未 来的精神建立与充実21世 妃的友好合作伏伴美 系。但

事u:,中 方把重点放在 以史力釜上,始 ≦冬強凋所凋坊史汰沢同題。最終給 日中友好代獄波了冷水,感 情上

早致相反的皓果。

JJJ史杁沢基干1」J史事実,迭 是不言而喩的。迭100年 的 日中美 系不只是哉争的一面,迩 有交流 的一面。 日本

1立核深刻反省井謝罪。但其 同吋,日 本也促遊了中国的現代化,起 了触媒剤 的作用,迭 点庇給以足移地坪粉。

日中美系 的根本是国 民感情,相 互 了解是其基石出。迭研究項 目的目的是'凋査分析 中国人 的 日本双 。本文根

据魯迅 的一部分言行来旧納他 的日本規。

魯迅被称 力現代 中国文化之母。他信仰 明治錐新,充 分i"明 治錐新后 的 日本,訊 力中国泣 引力借釜。他

在 一生 中具有決 定性 意又 的20到27歩 留学 日本,遇 到了良師藤野先生。人生最后10年 在上海 又与内山完造、

増田渉等錆成知己。他与故人 升展頑強地哉斗 中也得到了他幻 的巨大元私的帯助。長期形成的他 的日本規是全

面的、友好的、客規的。他杁 力日本人是杁真 負責的。人伯 悦,日 本人根会模彷而加 以軽祝。其実,模 彷不是

短赴。 日本也不是什広都能悦 的国家。九 ・一八事変、一 ・二八事変后的恣度也根 明碗,他 是反対 哉争 的。中

国人和 日本人是兄弟,恵 有 一天能迭到相互 了解,可 是現在迩不是吋候,根 困唯。

魯迅対 日本抱有深厚的感情,到 晩年都杯念 日本和 日本朋友,迭 是最可宝貴 的。




